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評 

邦
楽
評
論
家 

宮 

西 

芳 
緒 

 

平
成
二
十
二
年
の
夏
は
異
常
だ
っ
た
。
室
内

に
い
て
も
夜
で
も
熱
中
症
が
続
出
、
盛
ん
に
省

エ
ネ
や
エ
コ
が
叫
ば
れ
る
一
方
で
、
エ
ア
コ
ン

は
切
ら
な
い
よ
う
に
と
連
日
報
道
さ
れ
た
。
歳

の
瀬
に
清
水
寺
の
舞
台
か
ら
中
継
さ
れ
る
「
今

年
の
漢
字
」
で
は
、
政
治
・
経
済
の
混
迷
を
抑

え
て
「
暑
」
の
一
字
が
同
寺
の
森
清
範
貫
主

か
ん
す

に

よ
っ
て
揮
毫
さ
れ
た
。
各
地
で
数
々
の
記
録
を

更
新
し
た
酷
暑
の
夏
を
乗
り
切
っ
て
稽
古
を
積

ん
で
来
ら
れ
た
御
出
演
の
先
生
方
に
と
っ
て
、 

こ
の
日
の
舞
台
は
一
入

ひ
と
し
お

感
慨
深
い
も
の
と
な

っ
た
に
違
い
な
い
。 

        

そ
の
平
成
二
十
二
年
、
例
年
の
通
り
十
一
月

二
十
三
日
、
勤
労
感
謝
の
日
の
日
本
橋
三
越
劇

場
で
、
日
本
医
家
芸
術
ク
ラ
ブ
邦
楽
部
の
主
催 

す
る
「
医
家
邦
楽
祭
」
は
、
第
五
十
六
回
を
数

え
て
開
催
さ
れ
た
。 

        

同
ク
ラ
ブ
委
員
長
・
太
田
怜
先
生
が
幕
前
に

登
場
（
写
真
㊨
）
し
て
の
「
開
会
の
こ
と
ば
」
は
、

ス
ポ
ー
ツ
で
も
観
客
の
声
援
に
支
え
ら
れ
る
要

素
は
大
き
い
も
の
で
、
自
分
た
ち
は
ア
マ
チ
ュ

ア
の
芸
だ
が
…
…
だ
か
ら
こ
そ
…
…
「
い
ま
ま

で
に
倍
し
て
皆
様
の
御
声
援
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
観
客
に
語
り
か
け
る
。 

 

一
、
舞
囃
子
（
観
世
流
）『
玄
象
』 

 

医
家
邦
楽
祭
の
開
幕
の
顔
と
し
て
す
っ
か
り

定
着
し
た
沢
田
又
一
先
生
（
横
浜
市
、
耳
鼻
咽

喉
科
）
の
大
鼓

お
お
か
わ

と
梅
津
浄
子
氏
の
シ
テ
に
よ
る

一
番
で
、横
浜
市
医
師
会
謡
曲
部
の
出
演
だ
が
、

今
回
は
あ
い
に
く
故
障
者
が
多
く
、
地
謡
は
北

村
み
よ
し
氏
が（
囃
子
方
の
助
声
を
得
な
が
ら
）

一
人
で
務
め
る
。 

 

「
玄

象

げ
ん
し
ょ
う

」と
は
醍
醐
天
皇
の
御
世
に「
青せ

い

山ざ
ん

」

「
獅
子
丸
」
と
と
も
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た

琵
琶
の
名
器
（
曲
中
、
村
上
天
皇
の
霊
が
龍
神

に
命
じ
て
龍
宮
よ
り
取
り
寄
せ
、
藤
原
師
長

も
ろ
な
が

に

授
け
る
の
は
「
獅
子
丸
」
だ
が
）。
沢
田
先
生
の

衒て
ら

い
の
な
い
リ
ー
ド
で
、
シ
テ
（
村
上
天
皇
の

霊
）
は
爽
や
か
な
早
舞
を
澱よ

ど

み
な
く
、
淡
々
と

演
じ
納
め
た
。
龍
神
を
従
え
る
村
上
天
皇
の
ス

第
五
十
六
回
医
家
邦
楽
祭
を
見
る 

歌
舞
伎
座
新
築
工
事
の
影
響
も

あ
っ
て
日
本
医
家
芸
術
ク
ラ
ブ
伝
統
の
「
邦
楽
祭
」
も
来
季
は
お
休
み
で
す
。
そ
の
理
由

か
ら
も
邦
楽
部
員
に
と
っ
て
は
、
普
段
の
年
よ
り
力
の
入
る
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

熱
演
の
数
々
を
評
論
家
の
宮
西
芳
緒
氏
に
よ
っ
て
、
以
下
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 
酷酷酷
暑暑暑
ををを
乗乗乗
りりり
切切切
っっっ
ててて   

“““
熱熱熱
いいい
演演演
技技技   

”””
ののの
数数数
々々々  
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ケ
ー
ル
の
大
き
な
物
語
に
想
い
を
馳
せ
る
。 

 

（
写
真
㊧ 

１
番
「
玄
象
」） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   

二
、
長
唄
『
岸
の
柳
』 

今
回
が
三
越
劇
場
で
の
初
舞
台
、
次
の
幕
に 

                    

出
演
さ
れ
る
秋
葉
先
生
の
誘
い
で
「
意
を
決
し

て
出
演
を
決
め
た
も
の
の
…
…
」
と
謙
遜
さ
れ

る
吉
野
則
子
先
生
（
浦
安
市
、
内
・
小
児
科
）

は
今
藤
美
治
郎
師
ほ
か
と
三
味
線
を
演
奏
す
る
。

唄
は
杵
屋
秀
子
師
ほ
か
。
明
治
六
年
に
東
両
国

の
貸
席
で
行
な
わ
れ
た
浴
衣
ざ
ら
い
に
発
表
さ

れ
た
曲
。 

「
日
本
舞
踊
を
習
い
始
め
て
最
初
に
踊
っ
た

思
い
出
の
こ
の
曲
を
三
味
線
で
も
披
露
出
来
て
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
吉
野
先
生
。
夏
の

隅
田
川
か
ら
両
国
の
賑
わ
い
な
ど
、
後
半
に
行

く
ほ
ど
よ
く
揃
っ
て
涼
や
か
な
一
幕
と
な
っ
た
。 

 

三
、
長
唄
『
外
記
猿
』 

続
く
秋
葉
則
子
先
生
（
八
千
代
市
、
内
科
）

も
今
藤
美
治
郎
師
ほ
か
と
三
味
線
を
披
露
、
杵

屋
秀
子
師
ほ
か
の
唄
。・
日
が
な
一
日
小
猿
を
」

背
負
っ
て
歩
き
、
・
猿
の
小
舞
」
を
見
せ
る
猿

曳
の
風
俗
を
軽
妙
に
聞
か
せ
る
内
容
で
、

『
傀
儡
師

か
い
ら
い
し

』『
石

橋

し
ゃ
っ
き
ょ
う

』『
翁
千
歳
三
番
叟
』
と

と
も
に
外
記
節
復
活
を
願
っ
て
作
ら
れ
た
曲
。 

前
年
の
『
吾
妻
八
景
』
に
引
き
続
い
て
の
出

↓ ３番 長唄『外記猿』 秋葉則子   ↑ ２番 長唄『岸の柳』 吉野則子 
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演
と
な
る
秋
葉
先
生
は
「
充
分
な
稽
古
が
で
き

ず
、
師
匠
方
に
は
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
」

と
語
る
が
、
気
持
ち
を
込
め
て
丁
寧
に
、
落
ち

着
い
た
演
奏
を
聞
か
せ
た
。 

 

四
、
舞
踊
・
常
磐
津
『
廓
八
景
』 

 

山
梨
県
立
中
央
病
院
と
山
梨
厚
生
病
院
の
名

誉
院
長
で
も
あ
り
、
な
お
現
役
で
医
療
を
行
な

わ
れ
て
い
る
飯
田
文
良
先
生
（
笛
吹
市
、
外
科 

          

＝
写
真
）
は
、
花
柳
和
之
城
の
名
前
を
持
っ
て
日

本
舞
踊
を
嗜

た
し
な

む
だ
け
で
な
く
、
趣
味
は
広
く
、

こ
の
年
末
年
始
に
は
山
梨
県
立
美
術
館
で
絵
と

書
の
個
展
を
開
か
れ
た
由
。 

今
回
も
袴
付
の
素
踊
り
で
、
・
拙
き
絃
の
調

べ
替
え
」か
ら
、・
瀬
田
の
夕
照
い
ま
こ
こ
に
、

夕
暮
照
ら
す
仲
の
町
」
な
ど
近
江
八
景
に
準
え

て
吉
原
の
四
季
を
綴
る
一
曲
。
振
り
の
ひ
と
つ

ひ
と
つ
を
克
明
に
、
い
つ
に
変
わ
ら
ぬ
矍
鑠
と

し
た
舞
台
姿
を
印
象
づ
け
た
。 

 

五
、
長
唄
『 

靱 

猿 

』 

 

杵
屋
勝
・
に
子
こ
と
山
崎
律
子
先
生
（
台
東

区
、
皮
膚
科
）、
日
吉
小
間
蔵
師
ほ
か
の
唄
、
杵

屋
勝
国
師
ほ
か
の
三
味
線
で
、
囃
子
（
笛
、
小

鼓
、
大
鼓
、
太
鼓
）
が
入
る
。 

 

山
崎
先
生
は
こ
の
年
、
国
立
劇
場
や
浅
草
公

会
堂
に
も
出
演
、
長
唄
だ
け
で
な
く
舞
踊
も
披

露
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
靱
猿
』
は
芝
居
の
『
靱

猿
』（
常
磐
津
）
か
ら
離
れ
て
長
唄
で
聞
か
せ
る

一
曲
。
猿
曳
と
子
猿
の
奇
禍
と
情
愛
を
「
一
生

懸
命
楽
し
く
演
じ
た
い
」と
い
う
抱
負
の
通
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
声
で
描
き
切
る
。 

格
調
を
整
え
た
唄
い
出
し
、
せ
り
ふ
か
ら
唄

に
渡
す
自
然
さ
、
打
ち
殺
さ
れ
る
鞭
と
は
知
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ず
無
心
に
船 

漕
ぐ
真
似
を 

す
る
子
猿
の 

哀
れ
か
ら
、 

救
か
っ
て
猿 

に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
舞
を
舞
わ 

せ
て
、
め
で 

た
く
結
ぶ
段 

切
れ
へ
と
、 

ス
ム
ー
ズ
に 

心
地
よ
く
盛 

り
上
が
り
、 

拍
手
を
集
め 

た
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写
真
㊤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
番 

長
唄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『 

靱 

猿 

』 
 
 
 
 

   



 - 37 -

 
 

六
、
小
唄
四
題 

咲
村
鈴
音
こ
と
川
口
敟
子
先
生
（
江
東
区
、

看
護
科
）
の
三

味
線
で
計
八

題
が
上
演
さ
れ

る
小
唄
の
、
そ

の
パ
ー
ト
一
。 

と
こ
ろ
が
『
中 

州
の
思
い
出
』 

と
『
佃
の
渡
し
』
を
唄
う
予
定
だ
っ
た
宮
田
さ

た
氏
が
夏
か
ら
体
調
を
崩
さ
れ
た
由
、「
舞
台
を

空
け
な
い
た
め
に
」
と
川
口
先
生
（
写
真
㊨
）
が
、

い
つ
も
の
三
味
線
だ
け
で
な
く
御
自
身
の
喉
も

披
露
さ
れ
た
。
さ
り
げ
な
く
穏
や
か
な
糸
と
唄

で
、
静
か
な
情
緒
が
湛た

た

え
ら
れ
た
。 

 

『
仲
町
育
ち
』 

と
『
河
太
郎
』 

は
加
藤
俊
男
氏 

（
写
真
㊤
）
の
唄
で
、 

粋
な
仲
町
の
賑 

わ
い
と
、
・
い 

い
機
嫌
で
・
小

夜
ふ
け
て
、
月
に
遠
音
の
村
囃
子
」
に
浮
か
れ

る
河
童
の
姿
を
描
く
。
さ
ら
り
と
ノ
ッ
て
ゆ
く

糸
の
楽
し
さ
に
耳
を
傾
け
る
。 

 

七
、
謡
曲
（
宝
生
流
）『
鞍
馬
天
狗
』 

 

平
野
宏
先
生
、
近
藤
智
雄
先
生
、
佐
藤
明
徳

先
生
（
い
ず
れ
も
練
馬
区
、
外
科
）
の
三
人
で

謡
を
務
め
る
予
定
が
、
平
野
先
生
と
近
藤
先
生

が
生
憎
と
出
演
が
出
来
な
く
な
り
、
佐
藤
先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
写
真
㊧
）
が 

ひ
と
り
で 

舞
台
を
務 

め
る
こ
と 

に
。 

 
 
 

鞍
馬
山 

 
 

に
預
け
ら 

れ
た
稚
児 

（
牛
若
…
の
ち
の
源
義
経
）
の
前
に
山
伏
に
姿

を
借
り
た
大
天
狗
が
現
わ
れ
、
連
れ
立
っ
て
桜

を
眺
め
、
兵

法

ひ
ょ
う
ほ
う

を
授
け
、
守
護
を
約
束
す
る
、

ま
さ
し
く
判
官

ほ
う
が
ん

び
い
き
の
雄
大
な
物
語
が
描

か
れ
る
。 

 

八
、
小
唄
四
題 

六
、
に
続
い
て
川
口
敟
子
先
生
の
三
味
線
に

よ
る
パ
ー
ト
二
。 

鈴
木
總
明
氏
（
写
真
㊧
）
は
「
邦
楽
祭
で
活
気 

あ
る
祭
り
の
小
唄
を
、
一
度
は
唄
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
思
い
か

ら
『
江
戸
祭
り
』

を
、
そ
し
て
も

う
一
曲
は
「
鶴

八
鶴
次
郎
」
か

ら
、
・
わ
れ
か

ら
捨
て
し
恋
な

れ
ど
」
涙
を
こ

ら
え
て
ほ
ろ
苦

い
盃
を
干
す

『
心
し
て
』。 

邦
楽
祭
に
は 

久
々
の
登
場

と 

な
っ
た
渡
辺
進
氏
（
写
真
㊨
）
は
「
明
烏
」
の

纏
綿
と
し
た
芝
居
を
聞
か
せ
る
『
川
竹
』
と
、

・
伊
達
も
喧
嘩
も
江
戸
の
花
」
と
、
清
元
か
ら

採
っ
た
い
な
せ
で
華
や
か
な
『
神
田
祭
』
を
唄
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う
。
川
口
先
生
の
暖
か
い
糸
が
、
優
し
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
唄
い
手
を
包
ん
で
い
る
。 

 

九
、
長
唄
『
雨
の
四
季
』 

（
写
真
㊦
） 

 

杵
屋
正
澄
己
こ
と
髙
橋
妙
子
先
生（
中
央
区
、

耳
鼻
咽
喉
科
）、
杵
屋
正
園
師
ほ
か
の
三
味
線
、

稀
音
家
康
三
郎
師
ほ
か
の
唄
で
、
囃
子
（
笛
、

小
鼓
、
大
鼓
、
太
鼓
ほ
か
）
が
入
る
。 

 

「
こ
の
曲
が
大
好
き
」
と
い
う
髙
橋
先
生
は

平
成
十
二
年
、第
四
十
七
回
の
邦
楽
祭
で
も『
雨

の
四
季
』
を
上
演
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
は

踊
り
の
師
匠
で
あ
る
藤
間
藤
三
郎
師
の
振
付
で
、

も
う
一
人
の
師
匠
・
藤
間
藤
朱
師
と
先
輩
の
裕

麻
師
の
立
方
の
地
を
、
髙
橋
先
生
は
務
め
て
い

る
。 

 

・
音
も
な
く
降
る
と
も
見
え
ぬ
春
雨
」
に
始

ま
り
、
物
売
り
の
軽
快
な
、
次
第
に
ノ
ッ
て
行

く
楽
し
さ
、
が
ら
り
変
わ
っ
て
・
そ
れ
そ
こ
の

い
た
長

刀

な
が
が
た
な

」
と
武
張

ぶ

ば

っ
て
見
せ
、
多
彩
な
鳴

物
と
と
も
に
様
々
な
情
景
を
次
々
に
描
い
て
や

が
て
・
聞
く
だ
に
寒
き
冬
の
雨
」と
幕
を
切
る
。

知
的
な
近
代
の
香
り
を
纏
っ
て
い
る
。 

                      

十
、
仕
舞
（
喜
多
流
）『
熊
坂
』 

 
 
 
 

七
、
の
謡
曲
『
鞍
馬
天
狗
』
の
メ
ン 

バ
ー
と
は
「
病
院
の
お
仲
間
」
で
あ 

り
、
毎
回
邦
楽
祭
で
仕
舞
を
披
露
さ 

れ
て
い
る
鈴
木
浩
之
先
生
（
練
馬
区
、 

外
科
＝
写
真
㊤
）
が
、
今
回
は
そ
の 

お
仲
間
に
よ
る
『
鞍
馬
天
狗
』
と
同 

じ
く
牛
若
に
因
ん
だ
演
目
『
熊
坂
』 

を
舞
う
。 

 
 

牛
若
に
討
ち
取
ら
れ
た
大
盗
賊
・ 

 

熊
坂
長
範
の
霊
の
話
で
、
勇
壮
な
牛 

若
と
の
一
騎
討
ち
の
あ
り
さ
ま
に 

意
気
込
み
を
見
せ
る
。 

 

十
一
、
小
唄
二
題 

今
回
は
花
柳
界
を
テ
ー
マ
に
し
た 

小
唄
二
題
、『
夢
の
柳
橋
』
と
『
青
い 

ガ
ス
燈
』
を
山
田
新
太
郎
先
生
（
練 

馬
区
、
整
形
外
科
＝
写
真
㊤
）
が
唄
う
。 

三
味
線
は
柴
小
亜
也
師
。 

・
遠
音
に
粋
な
新
内
の
流
し
の
舟 

に
て
」 

と
柳
橋
の
賑
わ
い
を
、
も
う
一
曲
は
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新
橋
芸
者
の
想
い
や
銀
座
の
風
景
を
唄
う
、
い

わ
ば
大
正
ロ
マ
ン
の
世
界
を
ひ
っ
そ
り
と
描
い

た
。 

 

十
二
、
長
唄
『
都
風
流
』 

 

中
島
信
子
先
生
（
中
央
区
、
眼
科
＝
写
真
㊧
）

の
唄
、
東
音
新

井
康
子
師
ほ
か

の
三
味
線
。
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

治
か
ら
大
正
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
け
て
の
浅
草 

界
隈
の
風
物
を 

夏
の
隅
田
川
の 

情
景
か
ら
・
歳 

の
市
」
ま
で
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

唄
式
に
綴
る
。 

昭
和
二
十
二 

年
、
第
四
百
回 

長
唄
研
精
会
で 

初
演
さ
れ
た
曲
。 

中
島
先
生
は
「
短
い
曲
で
す
の
で
今
回
は
独
吟

い
た
し
ま
す
。
低
音
か
ら
高
音
ま
で
幅
広
い
音

域
が
必
要
で
す
の
で
一
生
懸
命
お
稽
古
を
し
ま

し
た
」
と
語
る
。
こ
の
曲
の
持
つ
新
し
い
感
覚

が
聞
こ
え
て
来
る
よ
う
だ
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
三
、
清
元 

『
夕
立
』 

 
 

太
田
怜
先
生 

 
 

（
目
黒
区
、

循
環
器
科

＝
写
真
㊤
）
は
、

い
つ
も
一
緒

に
語
っ
て
い

た
同
僚
の
菅

又
淳
先
生
が

休
演
の
た
め

危
う
く
ひ
と

り
で
語
る
こ

と
に
な
る
と

こ
ろ
、「
私
を

清
元
に
引
き

ず
り
こ
ん
だ 

い
ま
は
亡
き
穂
坂
博
明
先
輩
の
奥
方
と
お
嬢
様

に
無
理
に
応
援
を
お
願
い
し
て
」
や
っ
と
出
演

の
運
び
と
な
っ
た
と
い
う
。
太
田
先
生
と
穂
坂

美
和
子
氏
、
清
元
延
宗
女
仁
師
の
浄
瑠
璃
、
清

元
延
志
左
師
、
穂
坂
寿
和
子
氏
の
三
味
線
。
い

ま
で
は
「
小
猿
七
之
助
」
の
濡
れ
場
の
曲
と
し

て
有
名
な
浄
瑠
璃
。 

 

年
齢
を
重
ね
て
こ
こ
ろ
の
ま
ま
芸
に
遊
ぶ
境

地
に
近
づ
か
れ
て
い
る
と
察
す
る
が
…
…
「
内

容
は
か
な
り
色
っ
ぽ
い
も
の
で
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
間
違
い
な
く
唄
う
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、

そ
の
お
色
気
ま
で
は
唄
い
こ
な
せ
な
い
の
が
ま

こ
と
に
残
念
で
す
」
と
太
田
先
生
は
語
る
。 

 

十
四
、
長
唄
『
多
摩
川
』 

東
音
前
村
八
重
子
・
杵
屋
和
重
二
こ
と
前
村

八
重
子
先
生
（
東
村
山
市
、
小
児
科
）、
東
音
福

田
克
也
師
ほ
か
の
唄
、
杵
屋
栄
敏
郎
師
ほ
か
の

三
味
線
。
笛
が
情
緒
を
添
え
る
。 

い
つ
も
は
大
曲
を
披
露
さ
れ
る
前
村
先
生
が
、

以
前
に
も
み
せ
て
く
れ
た
ご
趣
向
だ
が
、
こ
こ

で
は
唄
を
、
そ
し
て
同
じ
曲
を
切
十
七
、
に
三

味
線
で
披
露
す
る
。
毎
回
、
そ
の
小
柄
な
お
身
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体
の
ど
こ
か
ら
湧
き
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
…
…

邦
楽
が
好
き
で
た
ま
ら
な
い
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
、
真
摯
な
演
奏
姿
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
大
薩
摩
の
懐
の
広
さ
、
そ
し
て

福
田
師
の
大
き
さ
と
艶
が
素
晴
ら
し
く
、
前
村

先
生
の
こ
こ
ろ
が
映
え
た
。 

 

十
五
、
舞
踊
・
清
元
『
神
田
祭
』 

 

小
林
勇
先
生
（
横
浜
市
、
産
婦
人
科
＝
写
真
）

は
お
得
意
の
女
形
を
素
踊
り
で
披
露
、
今
回
は 

         

清
元
の
名
曲
『
神
田
祭
』
を
踊
る
。 

江
戸
の
祭
の
風
俗
を
唄
っ
た
歌
舞
伎
舞
踊
の 

曲
は
、赤
坂
日
枝
神
社
の
山
王
祭
を
描
い
た『
お

祭
り
（
申
酉
）』
と
、
神
田
明
神
の
神
田
祭
を
描

い
た
こ
の
『
神
田
祭
』
が
双
璧
で
あ
ろ
う
。
神

田
っ
子
の
気
風

き
っ
ぷ

と
下
町
情
緒
を
湛
え
た
曲
を
粋

な
芸
者
役
で
さ
ら
り
と
見
せ
る
。
い
つ
も
な
が

ら
の
抑
え
た
艶
が
滲
む
。 

 

十
六
、
舞
踊
・
常
磐
津
『
松
廼
羽
衣
』 

 

尾
上
菊
尚
こ
と
大
川
尚
美
先
生
（
横
浜
市
、 

             

小
児
科
）
の
天
人
、
師
匠
で
あ
る
尾
上
菊
紫
郎

師
の
子
息
・
尾
上
菊
方
師
の
伯
了
で
、
三
保
の

松
原
の
羽
衣
伝
説
を
描
い
た
作
品
を
上
演
。 

大
川
先
生
は
尾
上
菊
方
師
と
よ
く
息
が
合
い
、

清
潔
な
、
尾
上
流
ら
し
い
舞
台
を
見
せ
た
。
彼

方
を
見
送
る
伯
了
、
そ
し
て
二
段
に
決
ま
る
天

女
と
が
美
し
い
絵
面
と
な
っ
て
幕
を
切
っ
た
。 

 

十
七
、
長
唄
『
多
摩
川
』 

 

東
音
福
田
克
也
師
ほ
か
の
唄
、
前
村
八
重
子

先
生
＝
写
真
次
頁
、
杵
屋
栄
敏
郎
師
ほ
か
の
三
味

線
。
囃
子
（
笛
、
小
鼓
、
大
鼓
、
太
鼓
）
が
入

る
。 

 

や
は
り
力
強
い
大
薩
摩
に
始
ま
り
、六
下
り
、

本
調
子
、
二
上
り
と
、
東
京
の
上
水
道
の
水
源

を
そ
の
・
み
な
も
と
」
か
ら
・
六
所
ま
つ
り
」

の
布
晒
し
ま
で
、
変
化
に
富
ん
だ
曲
調
を
、
福

田
師
の
情
緒
の
深
い
唄
を
得
て
、
前
村
先
生
が

意
気
高
く
弾
く
三
味
線
が
観
客
の
耳
を
惹
き
つ

け
た
。 

 

前
村
先
生
は「
ま
だ
お
子
様
が
小
さ
い
と
き
、

ご
主
人
と
連
れ
だ
っ
て
よ
く
多
摩
川
の
渓
流
を

楽
し
ま
れ
た
そ
う
で
、
久
し
ぶ
り
に
静
寂
な
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山
間

や
ま
あ
い

の
気
分
を
求
め
て
御
岳

み
た
け

ま
で
足
を
伸
ば

さ
れ
た
そ
う
で
す
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
あ
た
り
、
こ
の
曲
と
深
く
こ
こ
ろ
が

通
じ
合
う
選
曲
の
妙
が
活
き
た
よ
う
だ
。 

  

「
最
後
ま
で
聞
い
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、「
閉
会
の
こ
と
ば
」
を

日
本
医
家
芸
術
ク
ラ
ブ
・
邦
楽
部
委
員
の
川
口

敟
子
先
生
。
出
演
者
の
高
齢
化
を
憂
い
、「
来
年 

       

は
公
演
が
休
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
二
年
後
に

お
会
い
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
…
…
自
分
も

小
唄
を
教
え
て
い
る
が
、
若
い
人
に
教
え
て
底

辺
を
広
げ
て
行
き
た
い
と
語
る
。 

 

進
行
は
髙
橋
妙
子
先
生
、
司
会
は
高
松
真
弓

氏
。 

 

 

 

 

▼  長唄陣 主役をズームアップしました  ▼ 


